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【手続補正書】
【提出日】平成24年8月7日(2012.8.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータを備えたＣＡＤシステムのための、３次元物体モデルの動径関数と動径分
布を求める方法において、
前記コンピュータが、
　ＣＡＤシステム内で３次元物体モデルを検索し、
　前記物体モデルの表面の任意の点をサンプリングし、
　前記任意点の各々に対応する法線ベクトルを求め、
　各法線ベクトルと各任意点とに対応する動径関数を求め、
　前記動径関数のうちの少なくとも２つに対応する動径分布を求め、
　該動径分布と前記動径関数の平均値を記憶する、ことを特徴とする３次元物体モデルの
動径関数と動径分布を求める方法。
【請求項２】
前記コンピュータが、
　さらに、前記動径分布をＣＡＤ物体記述子として前記物体モデルに関連付ける、請求項
１記載の方法。
【請求項３】
前記コンピュータが、
　前記任意点を一様分布を用いてサンプリングする、請求項１記載の方法。
【請求項４】
前記コンピュータが、
　前記任意点の球面への射影によって前記動径関数を求める、請求項１記載の方法。
【請求項５】
前記コンピュータが、
　前記動径関数を求める際に、球面上に射影されたサンプリング点の非一様分布に合わせ
るための補正項を用いる、請求項１記載の方法。
【請求項６】
前記コンピュータが、
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　前記動径関数を３次元空間上の関数と前記３次元物体モデルに関連付ける、請求項１記
載の方法。
【請求項７】
前記コンピュータが、
　原点から予め決められた法線距離内にあるサンプリング点を無視する、請求項１記載の
方法。
【請求項８】
前記コンピュータが、
　前記動径分布を第１の動径関数と第２の動径関数との商として３次元空間および３次元
物体モデル上の関数に関連付ける、ここで前記第２の動径関数は３次元空間上の定関数に
対応しており、１に等しい、請求項１記載の方法。
【請求項９】
前記コンピュータが、
　前記物体モデルに対応する前記動径関数と前記動径分布を球面の分割の要素における平
均値として前記ＣＡＤシステムに記憶する、請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　プロセッサとアクセス可能メモリとを含むデータ処理システムであって、
　該データ処理システムはＣＡＤシステムを実現しており、
　３次元物体モデルを検索し、
　前記物体モデルの表面の任意の点をサンプリングし、
　前記任意点の各々に対応する法線ベクトルを求め、
　各法線ベクトルと各任意点とに対応する動径関数を求め、
　前記動径関数のうちの少なくとも２つに対応する動径分布を求め、および
　前記動径分布と、前記動径関数の平均値を記憶する
ように構成されている、ことを特徴とするデータ処理システム。
【請求項１１】
　さらに、前記動径分布をＣＡＤ物体記述子として前記物体モデルに関連付けるように構
成されている、請求項１０記載のデータ処理システム。
【請求項１２】
　前記任意点は一様分布を用いてサンプリングされる、請求項１０記載のデータ処理シス
テム。
【請求項１３】
　前記動径関数は前記任意点の球面への射影によって求められる、請求項１０記載のデー
タ処理システム。
【請求項１４】
　前記動径関数を求める際に、球面上に射影されたサンプリング点の非一様分布に合わせ
るための補正項が用いられる、請求項１０記載のデータ処理システム。
【請求項１５】
　前記動径関数は３次元空間上の関数と前記３次元物体モデルとに関連付けられる、請求
項１０記載のデータ処理システム。
【請求項１６】
　原点から予め決められた法線距離内にあるサンプリング点は無視される、請求項１０記
載のデータ処理システム。
【請求項１７】
　前記動径分布は第１の動径関数と第２の動径関数との商として３次元空間および３次元
物体モデル上の関数に関連付けられ、前記第２の動径関数は３次元空間上の定関数に対応
しており、１に等しい、請求項１０記載のデータ処理システム。
【請求項１８】
　前記物体モデルに対応する前記動径関数と前記動径分布が球面の分割の要素における平
均値として前記ＣＡＤシステムに記憶される、請求項１０記載のデータ処理システム。
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【請求項１９】
　データ処理システムのために設置されたコンピュータのためのコンピュータプログラム
であって、
　前記コンピュータプログラムが前記コンピュータに下記ステップを実行させる、
　３次元物体モデルを検索するステップ、
　前記物体モデルの表面の任意の点をサンプリングするステップ、
　前記任意点の各々に対応する法線ベクトルを求めるステップ、
　各法線ベクトルと各任意点とに対応する動径関数を求めるステップ、
　前記動径関数のうちの少なくとも２つに対応する動径分布を求めるステップ、および
　前記動径分布と、前記動径関数の平均値を記憶するステップを実行させる、ことを特徴
とするコンピュータプログラム。
【請求項２０】
　前記動径分布をＣＡＤ物体記述子として前記物体モデルに関連付けるステップを更に有
する、請求項１９記載のコンピュータプログラム。
【請求項２１】
　前記データ処理システムがＣＡＤシステムである、請求項１９または２０記載のコンピ
ュータプログラム。
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